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「前期が終わります」 

いつのまにやら１０月の声を聞くようになりました。暑い暑いと言って木陰を探しな

がら歩いた道のりも涼風に吹かれながら気持ちよい道のりに変わっています。釧路で 

は７度、旭川では５度という朝の気温をニュースとして流しておりました。まさに季節は人事など歯

牙にも掛けずにきっちりと巡っているようです。そして野分きの季節となりました。 

学校も前期期末テスト、３年生は個別面談を終えました。１年、２年は面談はありませんが、前期

を振り返り後期の目標を定める時期になりました。 

前期を振り返れば夏休みを含め大過なくまた計画に従った様々な教育活動が展開されてきました。

今、文部科学省も県も横浜市も「生きる力の育成」をめざした新たな学習指導要領をかかげて動きだ

しました。特に地域、保護者とともに子供を育てることが大きなテーマとなっています。本校でも今

までそれらを柱に「やればできるという自信をもつ」「存在感をもって自分を表現する」また「新たな

個の発見・創造」を掲げて取り組んできました。学校評価のアンケート結果からは一定程度の評価が

なされホッとしているところですが、後期は一層気を引き締めてかからねばと考えているところです。 

新しい学習指導要領の実施は中学校が平成２４年度からになりますが、来年度から道徳や特別活動、

教科では理科や数学といった教科も移行することになっております。具体的になり次第お知らせして

いきたいと思います。 

 

個別支援学級合同体育祭開かれる 

去る９月２６日、三ツ沢競技場で個別支援学級の運動会が開催されました。どの子もどの子も一生

懸命に、またもてる力を存分に発揮した体育祭でした。前日から心配された天候は、風が少々強く雲

行きも幾分怪しいなかではありましたが、雨にもあたらずまずまず。その上従来はサブトラックで行

っておりましたが今年は本トラックでの大会となりました。会場は圧倒されるような広さでしたが、

それでも本トラックで走れるとあって雰囲気は最高潮に達しておりました。 

本校の生徒諸君も走り幅跳び、５０メートル走そして持久走としっかりと競技に打ち込み随分と優

秀な成績を上げました。朝会等で紹介しょうと思います。大変嬉しい学期末の話題です。 

部活動新人戦始まる 

部活動が２年生に代替わりをしています。まだ３年生が引き続き活動を行っている

部活動もありますが、新人戦も始まり名実ともに２年生が中心の活動になってきまし 

た。夏休みが明けてから幾つか試合がありましたのでその結果を紹介いたします。 

部活動名 試合名 日時 対戦相手 戦     績 会場 

公式戦 ８・３１ 国大附属横浜中 ○ ８－１   藤の木 

公式戦 ９・７ 平楽中 ● １―１１  藤の木 

野球部 

公式戦 ９・２１ 共進中 ４回雨天ノーゲーム 藤の木 

硬式テニス 公式戦 

 

１０・５ 

 

国大付属 

桐光学園 

東海相模 

栄光学園 

○ ６―１ （小柳・池田） 

○ ６－１ （小柳・池田） 

● ２－６ （小柳・池田） 

● ４－６ （今屋・千木良） 

サレジオ 

 

 女子テニス結果や他の部活動の結果については次号でお知らせ致します。 
 

学校だより 藤 の 木 

 あけて待つ 
子の口のなかやわらかし 
粥はこぶわが匙触れつつ 

      五島美代子 


